
卒rzi;;V，fF幸~ Bull. Gov , For. Exp, Sta. No. 256, 1 告n 23~-'84 

日本産主主要書樹議の性質

物 Jlf1 4 

設本産主繋樹慌のi扱淑性。膨銭率について

'P 
E
 

'
 

Takeo 1:lArSE1, Tatsuo NAKANO and ]isul王位 KAJl\JRAGI : Prcゆ日rties of the 

lmportant Japanese Woods 

Pbys兤al Properties (4) 

On the rno﨎ture absorbabí日ty and swelllng of the im似)r l:ant

japane日忠 則肌18

喜g E吉町日本Fî't.J-:0i樹 I'gO 1JU]山手IjYiJ J の忍i泌氏料そ得とため， 74隠実i1の斜・ /};I;U討対について汲あ3
f止ま;よ勺つむとj芯ドの担結ぶそろyザr .怒別化し，ド11;((と訴した凸 dえの主な倹5件前;県 iま次のとおりで

ある円

以imnit.'ま，白をえ机条件 T における以深江了'1， :~C平Z :f玉I1ilEお主び時間などの布]i1~ によるお影殺を検討
した給与ミ， 総主綴;R +i~際治九点が的t勺ノ完，ぞゴ附 iに〈と;よる iと1. .\幻l可J

また， I汲古号~.Ù?~Jにつ 、 -'C1主従来の災品賞式による政j援定数をし，品，!fi百jの経過 iとともなう変化とモ
の式の逃を検討した。特1-(. ， 乙4 n1if ilj での段j記抵の訟のため;ら それらの自立浪定数をmいて指様
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それ+;ぜれば!友化し℃考察した。
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允争力 ~[f、唱をのほとんどと ~f;rの Jl~~~1HM材 l土匂::;;;lﾙ :t� ir}lJ }こ対し双山線的な反比例関係の}l(;;~話奥方
j久を小した。
との関係司会主iJ YIJ して木村の総際i必1カ [!I) の4<南í' ， . I膨張 h望的支三戸数与を浮き， -['!:i'くから媛災本1')-芯れる樹
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に:そ架したの
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しまえがき

この級官di 日本政主要樹様の性銭 lこ関する試験の一環として実施 L，すでに前組員2) において一部報告し

た 11容と，ぞれ以後の北海道・[喝采・九州の会主tlrtr ，tf

のである。

との日本F主主主主総滋の性Jll!c r.鳴する試験計 UKiì 21J2õ ) iこぶれば、 i5:い将来にこれらのn!H主主Lかもうらした総

指表が完成する予定であるが，その 1\11 ，;こ;政組長rおよび膨張本測定試験のとりまとめにあた】て，若干検討

会 jJ日えたものもおるので，それらに勺いてとりあえず淑告する c

なお，この;式験の実施にあたっては，第 l'\'1Uéて土!とべたどとく，多くの方々のど尽力があった。その後，

*~í設住のとりまとめにおいても，多数の 7にタ処Fれとは謝査部電子計算機惑の川端挙民主j:t'8'と総林俊昭校

'Ertζ ， l刻表作成iとは製材研究主の飯塚美代子事務むのご協)]を将た。また L 村 武ノドj北部長， rü井良二三

点1;材料科長，鈴木 11 治物館研究ぅ;引乏および物理研究滋の jj 守にはし、ろいろとと助)Jをいただいた。ここに

付記してi架く謝意な表ずる。

2崎 試料および沼1]定方法

_ f" , 
‘ c,', 

6吋十/

Fig. 1 j:KþUし太と供試挽j え

Used log and board f()γtest 

speClmens. 

2 1.試料

ぷ料"干し/ニ秘主主は Table 1 Iζ示す，沿海道， J.fLiL 

l鶏東， rll部，中関，四国および九州地方長去の 63tw稔，

E設地区長?を含めて 74 穫す援であるつ

なお，以後本文毎図表，ÞIζd:でくる記リ'について

は，数字:が樹穏悉~~.~児学がj采村営林間名をあらわし

ーでし、るととは有2f l 守技2) (と Ùbべたとおりで品うる。

これらの供h\; i'Æから心・辺村 );11 ;と試験H を*取った

が，採取部伎は池上íGJ{j L 3m から 3.8m までの紡凶

!と!殺り， Fig. 1 iC万七すような(J若手， または l か 11 溶

の約 6cm の jij板で，天然1手J偽した機欠点材である。

1樹封孫?月矧別;引列lリi しのJつ引'){供J兵主むいnJ試7

{一)一 :1港谷号TなJ ど{はまオヰ木〈三;材 1潟沼íß資料1含計刊、η:乙と;示E手ミしてあるが， 供武本木

数;まれ、言 l' 472 本，試験片一数は{以前え片で 2 ， 141 I払膨

張卒。、iL衛合ぷ2終日ïl:Jt 1ま 839 1lt1であった。なお矛 l党表

IIJ;111寸の1u!íのないらH援もあるが3 これは辺tÆ域が狭く
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樹 桜材地
Locality of 10g5 for fest 

111 名 Common name 

緩 Tree 叩ed.es

学1; Scient�k name 

36F 1 ク KURl 

38E 1 プナ BUNA

"F 

H 

"K 

"L 

3911 イヌブナ lNUBUNA 

40N アカガシ AKAGASHl 

'3N I イチイガシ ICHllGASHI 

45C i ミズナラ MIZUNARA 

がひ

'J F 

"j( 

46日 i ロナラ KONARA 

481{ 1 ケヤキ KEYAKl 

49N i ャマグワ YAMAGUWA 

(;OD I iI ツラ KATSURA 

51D l ホオノヰ 王IÔNOKf
52N i ;;スノキ KUSUNOKI 

53N タブノキ TABUNOKI 

ISUNOKl 54N イスノキ

川|ヤマサクラ

%F イヌヱンジ

YAMAZAKURA 

INUENJU 

1960 青森 l 青森県東/1\軽郡野内村大宇久東坂

1963 1 凶舘|北海滋渡島郡上磯町大字戸切地

¥960 1 湾殺 1 青森県上北部 t 和前町大字奥入瀬

1961 !前橋 1 群潟県多野郡上野村大字様源

名古議 I!良車県太野郡清見令!大字池本

l_959 I 大桜|鳥取県八頭部禁桜町学2欄

J965 1 前橋 j 群潟県多野郡清村大手P橋際

1962 l 熊 本 1 宮崎県 iヒ諸民主郷三段町議木

1962 υ 高城町

、 964 帯広|北海道 1:):1 部新得田J大学脳足

1963 1 札幌 " l'議市大学紋出i

目的!宵森 i 青森県上岬同j例大学奥入瀬
1961 !名古麗|岐阜銀大野郡清Ji，村大学地本
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ワ
ムm物J'1l ぬ1::j 不足:三段対やf)OUj[

で所:J2(D試;~%~i J.-.\-' tJ ~店主;!しなかハたためてある〈

測定方法2-2. 

ζ û)試i殺の iHÙ窓Jht:-J.おおじね.JIS Z 2105~1似) r木材の汲

的J L!:TI:rç綾子rij;)~J 滋弘法したが~ ìiòì..!史 40 0C，相対促D{ 9096 の条

ぺこは.Fig. 2 {t_)j-~ヲ自動fy;ij?Jn l!2_ c;つ ;rili ~'!hl 'lTí, tiけ;f'V?lづけしり将司 C)

-1[[Il I~~.lliK:ì創立平}りして O. 15,-..0.25 m!sec であコた(た1:::し‘没後

のぼ:}~rll で ti>H!fUì干ひそかっこでくくっ t. ものは総内!氏泌が 0.5

.0‘ 7 mJsec で üiiJ~(jごした委主コ~~hfnt[である)，.

IG之板試験片の)~~Xは Iマi必:3 (a) /C j{\ すような 30 lllm Y :30 

mmX60rnm コ二ノ}Jマサド取りIi与し (1三市I ト

で，沢、十二，タ守絞1''1 およびず'r-..( 寸t 11 f討のそれぞれ 2 ;ÚÏそ yえし，

fl，役立りコーi旬以院を片とした。

ν日一 " 
'(，ム口町'.，持政 Æ(~~:!!:)_JI はで合yトノぷlO'ij 以下になるま

A :，羽IliatO211 七 Condítioned air fo1' 

constant temperature and hum冝咜y. 
B 兇必) Conditioned water f引

constant temperature闘

C: 張主将一白 Fan
。:モーター Motoγ 

E : j栄作 !iH ûp引1Ìng for operation. 
y 試 .\~i\() Test spec匇en. 
G ‘術 fR{ポンプ

Water circu!ating pump旬

H: ヒータ- Heater. 
1 主IJilj;;Jにパ f']"' -;/ 

Water pipe for cooling ‘ 

j 九十f ßala問、札

Fig. 2 汲1詰!品

Sk記tchヲ1一 of apparatu告 i()r

ηIl!O川oí元is以1:11γ閃記 a灼bs初or叩マ'ptJo閃J刀J， t:松巳:以号吠t 

い!以以外っし，'，仁 40止:l'C，民 H. 75+2クb O)~年ノ1 で

ミーワム坊L'1< : ，Ì2ÍI乾ニス;シンブ' ヱ 2: 10 留 2，:~.アの íWJ

し j~'~ おt . !弘，j<彼潔iT!)'でぎ、， 40 士 1 'c下氏1"1..の J上パ

l以北詰さ +t} 包 jilÎiU 刊行〈仏 24， 48 才o'J、 (.590 土 2Rb U〉条例ート

72 時間〉ごとのやiIücD政ヰを求め士、

Fig. :1 (b) (こノf.す、子衡合;1</ぶ。膨張 ::#l 出 μ北 1虫必~J可!

<1可ぷくの 'HJ'!l'::ぞ絡で， 40 ザ l'C， R H. 7:'})マ 2万) J:)' よ、 90

+2:0' の条約:におけ;号、ViWí~~i)<>ドと， その二{ι:11司にお'，:.- ..ふた爪

本 1?β たりの、jE/;Ijf� 'jJ1: ït:く在、ため

各協吸 i懇

¥
6
2
 1

 

/
'
i
¥
 

‘ 

.11 61ふ(または .42411.， A叫h.， il72h) 

40 'C, R. fI. 9096 の出皮ゑ 'C 6 持

21 , 48, 7'2 Ii与 fl) 心政( 立た

(g!cm2) 

、
ー
ノvhp 

(
 

れ14871 ， TF72h) 

d ト条例こでの谷/9r;ü二時の!以 j、， ，延長かみ

l�Sh (また i 、t lVm , 

la! :件 l'日以泌 For mo�ture absorption on 
each of Cross, Tangent�l aml RadiaJ 
sectìorし

iJ，)筋合水r十 e 法'aミ帯、出氾
For xueasurement of equiHbr�rn rrlOisture 
conすent and swelling. 

Fig. 3 ぷ 1\ '1'郎í. speClmtう仏

干左後斉IJ\E議長')_\ト[ノう 1\ 、た佼誌は)" 

Hノoh : 40 0 C, R. 1.1. 7S勾 ω 泌m: 条件で、ir

s 司え 1l{iJ_TfJぷム (cmZ )

衡 J j たときの皮鼠 (g) ，



第 256 号林業試験場研究報令一 28 -

ミ手務委~*[j容と平均膨張芸名

(%)一‘...・‘ぃ.。 ・・ ・ R 司 (2)
W75- n;, 

Ueq..l プウヲヨ ..".....-A 100 
r ヲ

(%) ........一リ…・・・....….......一(3)
w.削-w:，
リー U~><100
Wo 

(。イ\
〆ノノ

lt2 ( またはん2)-l11 (または lr1) ., Wo 
βt (または βr) .~一一ーゾ一一 一 ー一一一_，._O: ... x . ""." .... .....,,"'... 

lt1 (またはん1) " J号、恒-W75

…(4) 

Ueq.l> Ueq.2: 40 0C，孔 H. 7596 および 9096 ())条件における平衡合水率。

ノ"-.1ヱポ"，"，，::--~:#.
1:: !i~{:; X~~t JiI t; F事3

1号、， T事rgo: 必OC ， R. H. 7596 および臼O先; 0)条件における議滋 (g) ，

:合水準 1% :'1たりの接線ま六は斗::.h~方J!rJ の平均膨張ネ。β" ß,. 

: 40 0 C, R. H. 75郊の条件?平衡したときの接線、上たは半後方向の良さのー
ムr

 

l
 

, 吋
ー
や

，
しvl
 

: 40 0 C, R. H. 90% (J)条件で平衡したと舎の桜縫または一γ去を方向の!三さハ2
 

?
 

?
l
 

, 
oa t
 

-

果結{
疋

没IJ
。

札J 司

測定結果は 覧表にまとめて木村者j)~空群円)によあげであるので，それ長参照されたい，

なお，代表n直;士試片数 5 個以上のものにづいて与手術、ドュノヨ r1J1準協fま，変動係数および 95巧 {lli紛 i~l5i?1{

したが) iM:片数 4 Hi!lJJ トーのものは鉾 4旬、VL~fi主のみぞ';~ê~tIまし j，: ο{l有をま手 /11

級i懇撃と号事穣重量との関係

との w!hきで枚討してみた。まず，各樹f.!\(i) 紋 Æ;J.設を，木材の務:Hí' t.\~~ 1-'-f-1 {)っとも一人ぎな影響をも

Fig.4, 5, 6, 7, 8 および 91主主主演 In と絞凝らをとの関iどそノト Lt~ カヨタ これら ω うち Fìg.4， 6, 8 は 24 日寺

1mの~ _Fìg.S~ 7~ 告は 72 時 iiRJ'での数iZ震をみたものである ι

これらの閣からわかるように~ ~J:.i'ζjぷ葉樹村でノト;[1 ，をおよびマす】l' i 京1のいずれもほぼ三汚Jt;( な去っ

で阻まれる分布を示し，亡命~ÝÉj ，[;(7)各辺を rijJ かつて lE.JD~ お iU ， J氏混とiJi;t，与するならば、それぞれの1，ぺJj と

ll'l;iWむtjlーりであるのとれらの 2211土最も政í!rii しやすい1まtNU洋と~ ~Z起し!とくい潟村)Jr干のj"lIti i~B. 3早をノjくす ιJ

ので， t'ÈI主はi11r つでもお綴笠のl~fl力!日と -þ氏、応炉!しでいる c しかしむ 60g!c立がらけの王子綴lH: k去では上限値

が低くなる傾向を示し，結巣として 0.60 g/cm3 以!の_LI;.ジ憾の殺である釘iQは:(j]、りになり，容;f;~墜と

lま何らかの窓柄、で J又Jお例する妥協の存にもうかがわれる。

24 時間と 72 時11\iを jお絞すると，後者は弱者 lこ j;lニレて J{tJZLO) 勾配が);; ~きし J:i :ì誌の勾配がノ]\さくなる私見

向 iとある。つ主， r克容稜笠材は依然と υで大きいi政泌援を示すがヲ 137容積荒木~'(i)!2え i~lli.Jな;主総?lill段階lこ入

るとともあって小さくなり，結果として相対的に)Il:iノリの 2;][引がベきくなる η

ともかく，記述禄I伐においては傾向として玖?~j:品目、と ;t~tJI}ltの(，と比例 IYJ Ff (.i)fÏ(I'が;ぷめられるが，その門

j 1-つ容においてtjlなる比例閣係でなしもごとは。閃からも切らかむある

を ;y~:n;~ずる殺;f~i 混と) 7JX，分拡散を文~ßする ~'MM主構造との 1 ，1i)者の関巡の {I:Jj (こぷつご結ぷされるもω である

らなる樹i隊群におし、では，単純江対] H会が出にくいのは当然であろう cから，

しかし， )]1J報2) でも一部触れたが， Iむ]ず~桧I将H付での[汲j足量と容t:t~設の関f主においては雨後は必ずしも比

このことから示唆されるふうに 9 ほほ同 l二窓積撃であザIJせず，君主滋量は'@"f f}i 選:勃 lとほぼ平行に /:U現ずる
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る樹禄lR:\ìでの大きな政治1宣まの?を奥は。 tM碍似々の組織構造の;主いによるもので，

の増大足早もたらすとともに2 組織構造の影響も拡大させる結果となり，その影響が最も大きく現われたの

が O‘ 60g!cm3 ;/i;誌の，容械設域マヨうる。

しかし，その域をj1~iとして仁科実質 ~~15分の地力日ば滋管，総胞門店主，その他の水蒸気())jtB，~潟ぞせばめ H，及

綬述皮"の上ス依を減少させて Hé則的 lと近づける結*をもたらすものと i!)-えられる。つまり， ζ れが反比

例的望書問のヰJ ~Jであろう 3

なお，ことにいう i及ね議とは， t. として 24f時 11%Jのものであり，一定時部内におけると l 、う意味から，

汲混迷皮といい燥えでもよいわけである ο よって，これまで述べたものはその速度の問題であった 3 しか

し，平松}ピ渓すればとの災比例的姿国(立当然消滅し，多くの樹l'ifJの汲i箆設が常務誌によヒタI1 したが;3'ijをなす

とと l玄関らかである。

もちろん，その 1:IJでも u判長によっては半縦合ノ氏本がJfjJ なることから， それはある桜夜0.) I泌をも -)T 出現

宇る。 ζ の三v衛合水;ネの;r;:~が!t じる版図とレ亡は‘イG:!_f:r:ドリ足立分そは!二めいろいろなことが:'Wj えられている

が， まだ|ザJH~とではない、

ところでp 金 1. 集樹材の|以品店{三分イlTは r1::*樹材と少し、ずれており，いくぶん IJ!えがJ主i交が大きい傾向にあっ

て， I，Iû樹磁詳はほjjlj される必裂があるが，この}ごたる!京闘は長jH~t1持法との差異に?活性:ざるを1-~1，ないであろ

つ ο

なお，針葉樹本i のじ11で，イチイ (1] )，カヤ (2 N) 心者4 協会マサ白紙の[汲i民法が;以qr ~こノj 、さいc しか

し，水口 IFrîのそれは 応平均i'i!J数1li_!iなので 2 樹様だけの政if{!Lli~;l.万的tiJ\tともJ}えられたが，以紛・膨張

r1m点からもそれらはアテの多い穏として iH:.う lら裂があった。

3.2. 扱滋時間と吸i艶雪量

本[J沼および板 Lllt:Lîの政ふ!ないを jt きい紛械から肢に絡グラフで示すと， Fig. 10 および Fig内 11 のよう

になる。 f説中，心。 jll.十 f，針 e 広葉樹材の[5<:)jlj はせず~ 24 fklrm での)I~1伎を規準とした。また， .Lから 1、;こ

1ftl びるがドグラフ{立対応ずる名試料(1)句、乾溶総!玄を5i~~éf 0 

Fig.10 では 8 および 24 時間， Fig. l1ではふ 24 および 72 時間の阪Æ~議のHE移そ示しているが，

れJからもわかるように， 長fl!j 11抗告すこ時の吸器主主誌の大きいものが， I_ぷ必1 切Jtíjから J必ずしも持Hff:ょく大きい蚊

lmtJ31:を示すとは限っていない υ

ところで，一般に木材などの政の時間的経過は

TY=at" ハ (5)

で表ねされることが多いo lY (立政花liJ: (gicm.Z) , t iま 11寺目Tl (hour) , a と持 iまわトH'.lL !政被 IÚÎおよび l汲混条

件によっ γ}J~~.なる \L数で ， n は 113 と 2f3 のi諮問~(. tU まんする ~3) とされている心

(5) 式{;ì IJll湿の自iT1~~では比較的よく実験簡に適合するが，長時間にわたると 11 変動が!t じ，この式

で表わすえ与を急はうすれる(特にわJ!tIj政j毘主主のた決いねゴ i苅政慌てミその傾向が強いわ

しかし p 板目頭および?サ H簡では持の変動はよ七*主的ノJ\おいので p 各州ffill (J)政治t*:f..~訟をど_ û)式で炎わ -cj

のも， I設相古íj 、1'-では}分意味がある

これぞを実(ijij-ë手みるため _-y- カマツ (15 1 の目立 lHli経治安 Fig.12 に 5 スギ (181) .~ i二 1) (69H) のÿ，K

j込緩j騒を Fíg.131こ雨対数クラフでそれぞれ不したc 政ìHI\時間が話lt 、は店主良関係tßみられるが， 241時間

付近でスギ(/);千二三.1 TiiiU及i_trr!_ Iま早くも iúj~j!伎を54 って布、lJlijω atn I沿線からずれてくる ο しかし， f也は 48 崎市l
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Relation between moístlユre absorption on each section 乱立d

absc、叶líng time. ( 1) AKAMATSU (Pin附 de持siflo叩〉ー
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, Irne 

戸 λ どi181J ネロ酷目I}}j毘 {I~ 拘 l

SUGI Cryptomer凪 jafxm にa D 口 ON
He"内Nood I Cross sed ion 

キ'! {69HI 'j'Ooo 臨r毘 ()e .t'-li
KIRI Pa.ulownia tcrnentosa STEUDEI 

HeartWood , Cross sect ion 
スギ(‘ 8 1) キ正目品目且;!iIはE 村 ì , 
5リGI 5apwood ヰRadial sect ion 
スギ (18 1)庁長白関 1岳;盟[肥打、
SUGI Heartwood t 了δ.ngential SèCUc:附

キリ (69H) 低臼酷吐 jlt Ul口付)

KlRI Hearl wood , Radlal SE'diOハ

F刕. 13 政itJi.f待 ii日と各箇以奴設との関係 (2) スギ (181) と干リ (69H) の例
浪記latioll between moisture absorption on 日且ch section and absorbing tim目。

(2) SむGI うtomeria ja�onica) and KIRl (Paulow拝ia tomentosa STEUDEL). 
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T乱ble 2-2. (つづき) (Coutinu巴d)

樹 稜 自立 2量 }ﾊ 数 Absorptioll constant 錨

1、T記巴
オミ口函 Cross section 板目函 Tangential section マサ沼rtD

speCl巴$
多lcJ nC21nCl 抑caln"l 月は 鈍阻!鈍tl Plta!iltl nn 

6C 1 H 0.52 0.87 0, 67 O~53 0.98 0.89 0.51 

S 。050 0, 79 0, 61 0.52 1. 00 0, 91 0.51 

61C E王 0.42 0.84 。各 58 O. ~j8 1. 34 1. 22 。.38

S 0.42 0.96 0.68 G、 41 l • 5 1. 07 0.44 

64D H 0, 53 1, 05 0，ヲ己 ()、 . Jに Jじ 1. 10 L 07 。喧 52

S 0, 54 0, 97 0.82 0.54 1. 08 0.98 0.53 

651 H 0.55 。.86 0.68 0.5:3 0.98 0.94 0.51 

66}壬 H 0.45 。届 98 。島 71 0.48 1. ¥1 0.8:3 0.49 

5主 0.47 1. 00 O. 78 。唱 51 12 0.88 0.50 

己7 1) E王 0.4ヲ 0.97 。忌 84 0.48 1005 日。 96 0.46 

S 0.55 。‘ 77 。.66 0.54 0.86 。‘ 77 0.57 

68C H 0.5¥ ], 15 1. 26 0.4ヲ 1. 24 1.39 仏 46
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72F E王 。網 52 。偽 79 0.71 。ゐ 55 1. 00 0.89 。岨 57

741 E王 。ザ 50 。岨 80 0.5? 。‘ 56 0.89 0.71 0.5乙

Table 3. 吸昔話a 定数 n の時間変化

Tim忠-dep陪ndence 01 moisture absorptiou const旦nt n 

E史 1111 百五
Section 

鈍01
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キE 白色 6 -24 hrs 
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ゐ.. Sofiwood 
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Fig, 23 容積翠と l汲 j限定数 Gl との関係 (4) マサ自衛 (6~~24 H与在日〉

Relation b巴tween app ,.speci.-gravity in air dry and moistl1re 

absorption constant fl.l・ (4) Radi乱1 s己ction (6~24 h0l1r8). 

3-3. 吸混示数

前項で汲iffil定数 d と n について検討を加えたが，その i付の定数 n がもし 0.40くnく0.55 の範[刻にある

とすると，吸2霊長 W!ま2定数式

W=9.8an(肘0.50)..1--J.ー十 P (Xl0寸断cm2) ......……….( 6) 
'v 24 

t(24 ω t) 
P 出〈土)- 一一ーも/lみて弓.50了20(t+24) 

ただし(+ :均三二0.5， 一:持>0‘ 5)

t : hour 

としてあらわすことができる o Fig. 24 iととの (6) 式と (5) 式の ii!ij 曲線を.l1:;絞してあるが，持が 0.40

~O.50 の範囲では， 6~72 時間での (5) 式からの代ずれ"は設大 5泌を越えないし， 24 時五ijでは1.5% 

以内 iと4又まる。

ζ の (6) 式lζ t "24 を代}\すると会

W=9.8an(月十 0.50) 出 9.81 (X 10-4 g!cm2) ……………......,.( 7) 

f出 an (n十 0.50) ...・ H ・"，....…............…い@…一… 0・………一日(8)

が導ける。もちろん，との示数 n土 (5) 王立を 1l2 東:板式に表わし癒した (6 )式から導いたもので，そ

の官官援として (5) 式による対数音j-算ば必要ーである。しかし，一見しでわかるように， (7) 式の意義は

(5) J;~K比べ， 24 [1寺院1の吸淑援を a (~持で簡単に湾計算できるととと j (8) の an何十Oゐ 50) で樹稜9

試料p その他の条件fmでの相互比較が容易になることである。
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アの-;}-~~&土手.t生以全件j務1 についで求めたものが 1三tble 2 (1)実\14干 15 おI::;:} 16 織の l~.">a，ぅ持。〈向。ト()ぜ 50) ヲ

Jt oo;;:(lf，nt(的ト O. :30) , 1,>." a，.n.， かれ i… il50) で Jぅ

ぐの 10) f1P[' 大きし、J 即:荻わしたのが Tabl.c ,1 1, 4 :2で。去 ;-J客船.f;jと広葉樹料:こノf\.)十11 てあるつ

。在者Jif;f~心。 J立材， 本 LJ ， i授はおよびマサ fl !fl(はどの平均的な 1 (i){Dl について比較してハ; 〆 アペ
~、~ , 

みゐ

く27，宮) tJ Iケ (8.0)> マサ自 rXí (7‘ G) 

(9 、 3):>板 fl �Ir! (8 , 9) 

;::j LV;l ((人民jJ:〉ヴ':1"泊iITî (8.0) 

t! (26 , S) 

司íi!子c紛喝 'C 、十J

。辺村l/ 

(27 , 7) 【品川j φ ,C\ ,.l-: .j 

(9 、 3)ノゲ(10 , 9)> ,1 (29 , 0) ,:> 'l , J川、tノノ

となり， ~'^ ，~)!~t t'l Jヲな，オ、仁!f託i>tiヌ fëjr担i>γ サ回虫!のア子力ss+ うのは;十主2紛の)ü:1?f てて歩 そ ~l-C(士γ サ日 i在l の 711

がと反fJ imぶりも fくさい ji当ミ会示していど)c これについては 3づ♂触才l る、

樹授の吸議員EE平{務:1--どi

る 1ゑ1日震後みる土#î{~"~土、 2H寺慌の汲浪設によるのがさ主主，3-2 J京で子、たように p 比較的怨問問 Jとお

でき長時1況にわたる奴治安みる場合はI良滋〔飽和〉本の fjが妥当ゆである。つま;つ， 24 時汲滋 f:tl rJ)滋

台iま 1i1)I'$:t十与 ω影響 Fで()) H.l.t~， l汲波茂日 1;: ~収滋\飽有.%ド(1) 域住l、 lま容積魚、のJ.;与綾子 で 阿波滋捻 /j ?~そ

よって，目的問の l汲綬予言を HJ いで品川Jt _~0!_jの!応援機会評慨したがR その際，火線設を次のようにほうトし

みること iζ なる c

fィ"
J 句。
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ネムロ[主i盟主訟の主ザポ

軍主君量登が

「きわめて大J ; 350 (/10• glcm2 .24 hours) 以J:

「大」

r ，ド」

「小J

; 300~350( 

; .250~泌氏

: 250 

11 

I1 

'1 

、

!I ) 

、

11 ) 

。)以ト

続5ヨ lおと?ザ ê 商吸湿の場合

rきわめて大J : 125 (X10吋 gjcm 2.24 hou.rs) 以上

「大 j : 100-~125( '1 ノ/ 可

吸がみ還が!
� rtJ J 75"-100( 

I IJ 、 J 75 j、}

なお，この区分の仕方 (-::t 3...2 環で述べたように， !L'、物辺r付，長 j匂ゆ広築1討材の区.75Uをせず，各樹種の心街

辺t~ について符られたl汲沼[震のうち，最大値と箆ノト憾のあいだそ大小 H受給に分けたもので，したがって

各区分の樹機数;まK?J~~全をない。

と述の吸綬護区分lとしたがって得られたものが， Table 5 である白

との表で大きい汲綴議会もつ樹穏を:t'rl二抜きだしてみると，木 CJ 出ではトウヒ(12 .1 )，シラカンパ (32

B)，ブナ (38K)，ヤマザクラ (55 I).トチノキ (60 1)，ミズキ (65 1)， -;-カンパ(33 1))辺村，ブナ (38L)

iQ材などが，板m百iでは木口I慌の!言己の樹総からトウヒが抜げイタヤカエデ(59D) の心・辺材がjJU わ，J ~~ 

また芳理主2皇室量が小さい方としてシラベ (3H)， ヱソや7 ツ (10C)，ヌギ (18N) ， F ロノヰ (25C) ， ミズj

(31 託)，ハ)]/ニニレ (47C)，カツラ (50D)，クスノキ (5.2N) ， 午リ (69H)などの機種が挙げられる亡

なお，イチイ (1])，カヤ (2N)告はじめヒメコマツ (16K)，ヤマグワ (49N) ， タ 7 ノキ (53N) ， イヌエ

ンジュ (56F)，イ伊ヤカエデ(59D)，およびシ十ノキ (tìlC)などは思tiìlfæîによって詳怖が呉!な，いずれ

も 3 筏分にまたがっており予吸1~児奨jytL\:のたきい材として訟自される。

つぎに9 各tM綴の吸j塚音色ヰをみるために， 24および 72 f時郊の吸滋j患が最終的に平衡にi主したときの合;J<2字A

増加分(平均じて約 5剛 095 場; Tablε9 参照)の! M9ぎに 211 たるかを総べた数被(飽和)率の lJ. iß. Table 6 

である。なお，彦、r.þでは容務 \'lí の小さいjiから主主"'-'，であり，ム司]カ'24 n寺湖?。印が 72 n1jl誌のi)!i:iEi.くがg:f-口〉

I:f\である。

~--見しでわかるように e 低容稜案件ほどr行若手りでき包手n;;容が長j くョ -jf どft寄りでf泡不n~tく

~i小 C" 1，、。 しかし，吸話t!量が「きわめ}て/人 J ぽフfの樹穏若干はその 1後 Ií1J ，と沿っていな L 、 c

1t~ 々に匂飽和速度"の大きいものとしては〉ーに口 llîi ・.24 時間でサワラ (21 J ), トウヒ(12 J )が 60~~70

%合，ついゼコウヤマヰ、(1号 J )，スギ(18(;' ， 1)，ヒノキロo J )，アカマツ (15F)，ヒメ μ マツ(16K) ，

シナ/ギ (61C)，ハンノキ (30 1 ), トチノキ (601 ), ヤマザクラ (55 1)，シラカンパ(323) およびミス Jト

(651)などが 50~609ぎで現われてし、る〈、

72 時間では含 トウ iニ (12 J )が開r~10096 台て、;ま :1飽援に ;1.:1く r ス戸(18G 崎 1) ， -y マザク弓 (551 )，シ

クカンパ(32B) ， ミズキ (651 )などが 80~~90% -é'ìでそれに次いでいる 2

他方g 板ヨとつもサ自 ili:íの飽和速度で i土木:仁] r~íほどの変動はみられないが， ;jz U 阪での現われ方iζ対応し

ているものが多く，木iJ部について述べたもののほかに，ヤマハンノキ (74 1)，ハンノ卓 (30 I), jナ

(38K)およびイヌプナ (S昔日〉などが奴滋しやすい総菜令7J'している η
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Table 5. I汲浪議;評
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Tabl母 5. (つづき) (CQntinued) 

t討 秘;
Tree spedes 

記Síg号n 和 ゴち Common nam居 つ自寺 名 Scient�� name 

38E フ ナ おむNA Fagus crenata BWME 

38F 11 ノF 1.' 1/ 

38H 1/ 'ノ 1/ I1 

a8K 11 1I 11 " 
38L 11 " 11 11 

3ヲ区 イヌブ INUBむNA f瀏us ja声onica IvIAXlMOWICZ 

40N アカ力、シ AKAGASHI Cyclobalano�sis acuta OERSTEDT 

4aN ベチベ 7;j' シ ICHIGASHl Gyclobalano.ρsis g 't'l:問。ERSTED1

4f銈 ミァ;ナラ MIZυNARA Quercus crisμda BLUME 

45D H 1/ ノ/ /ノ

45F 11 iJ !/ ff 

45K 11 " '1 ノ/

46H :ョ ナ 叶 KONARA Quercus serrata THUNBERG 

47C ノ、 Jレ vニレ HARUNIRE Ulmus pro�inqua KOWZUMI 

48H ケヤキ KEYAKI Z記lkolJ品 se:γγ'ala M，\、.!GNO

49N ヤ可ψ グ、ワ YAMAGむWA Monts bomhycis KOWWMl 

500 カ 、子
フ KATSURA Ceγcidiþhyllum jaþoniι枇m 5mB，巴t Zucc, 

51D ホオノキ HﾔNOKI Alagnoiia obovata TllUNBERG 

52N タスノキ KUSUNOKI CiI情。押w持1um Camρhora SlEBOLD 

53N タブノキ TABむNOKI A主'achilus Thunbergi� 5m3. et Zucc. 

54N イス/キ ISUNOKI Dístylii関誌 γace押UJ開閉 SlEも邑:t Zucc. 

551 ヤマザ、クラ YAMAZAKむRA Prunus donariu例 SIEBOLD

56F イヌエンジュ INUEN]U 
,'(,laackia a拙urensis RUPRECHT et .MAX!MOWrCZ 
var. Buerger� C. K. SCllNEJOER 

57H ヰーハ夕、。 KIHADA Phellodendron sachalinense SA設GEN1'

59D イタヤカエダ lTAYAKAEDE Acer mono MAX!MOW1CZ 

トチノキ TOCIIlNOKI Aesculus turb�ata BWME 

61 C シナノヰ SHINANOKI T匀ia jaþo時ù;a S!MONKA! 

64D ハリギリ HARIGIRI l�. a!o�rmax rici持ifoliu問 M1QUEL

651 、、、 ズキ MIZUKI Coγnus coηlroversa HE斑芭LEY

66H シオ γ 、、 smoJI Fraxinus comrnemoral� KOED7.UMI 

670 キチダモ YACHIDAl\在。 Frax匤us mandshurica RUPRJlCllT 

ι8C -y オーダ'0 AOOAMO 
F、raxi持us S�boldiana BL日ME
var. serraia NAKAl 

69H マ干 KIRl Paulownia lomo手tosa STEUDEL 

?ON -J ンミ'Í KOJII Sh�a c1ﾆs�idata MAKINO 

71C オオノイヤナギ ÔBAYAlすAGI Toisusu Urbaniana KIMURA 

72F コパノヤ 7Et内OBンA/NキOy, Alnus lnokumae MURA! et KリSAKA

AI鈍制 hìrs蹴tαTURCZ肌lNO官
741 ヤ?ノ\ン/干 Y AMAHANNOKI 

var. sibirica C. K , SCHNEWER 
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寝苦
Tre阜 sp邑ciε$

記Sigr号1 和Common nam名e 

191 J コウヤマキ
21 サ '7 ブ

18G 7. キ。

20 J ヒ / 
15F アカマツ

181 ス ヰf

7D 「 ドマツ
8H シ フ <'屯

18N ス キf

4M モ 、、、、

lOC エゾ "7 "1 
16K ヒメコマツ
24F ヒノキアスナロ
12 J ウ ヒ

llC アカエゾマツ

13M トカーサワラ
3恥f ヌ マキ
17N ク ロ 、y

14M 、y ti 
2N tJ -'(γ 

151 アブ'J '7ツ
15L Jυ 

F1 J 1 
イ チ イ
カ ブ 7 ツ

的H 二ギ
25C ドロ / キ
29H サワグルミ
57H ょト ノ、 ダ
61C ジナ / キ

51D ホオ / ヰー
74I ーヤ ? ノ、 ン / キ
50D カ ツ ア

301 ハン/ キ
64D ノ、 ギリ

70N コ 〉守しノゅ イ
66H シ ゥト γ 、 q

28F オニグ JV ミ
601 チ/ ド
551 ヤ?ザクラ

32B 3ノラカンノf
4守N ヤマグワ
36F ク
381' ヅ ナ
48H ケ ヤ キ

381ま ブ ナ
38K 11 

561' イヌエングュ
651 、町、、 y、 3十a会
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tコ
L/斗\、
g pg !ム /¥ ムf\ノ1 L/町J、 IムL斗 f。>((0.57>>
ム 0, 58 ι /ハミ

ふ〉lムう，ρ 。 〈仏 (1) ;ム (ム c恒) |ム 。

ム
。

(一
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(Continlled) (つづき〉T品ble 6. 

He乱rtwood;�j' 1 L.、

穏樹
板日商i

Tangential sect卲n 
;十三 仁l
Cross s母ction

Ya 

0.65 
0.65 
0.66 
0.67 
0町 70

Tree spedes 

38E 
38L 
3ヲH
45C 
45D 

.... 伯
ノ

ナ
ラ

Il 

ヌブ
ヌ砂 ナ

11 

ブ

J
t
々
、

O. 70 
O. 70 
0.71 
0.71 
O. 72 

デ
モ
メ
ヰ
ラ

エり
ダ
ノ
ナ

:

:

 

円
〆

ャ
チ
ブ
メ

占
Jイ

ヤ
ミ
タ
ミ

59D 
67D 
31H 
53N 
45F 

。.73

0園 73
0 , 73 
0 ‘ 74 
O. 75 

パ
ダ
モ
ラ
デ

コナラ
イチイカο シ

イスノキ
アカガシ

ン
ダ
ナ
シ

仲
ソ

カ
オ
ズ
カ

マ
ア
ア
ミ
ア

33D 
35D 
68C 
45K 
34H 

46H 
43N 
54N 
40N 

絞殺，喜~:ぢ1生Q._h. 
dυ4 

3-4 項で一宮ß触れたように，間一樹穣でも l放浪商どとの!汲滋蚤区分が 3 区分iともまたがる特奨な例があ

り多数滋における異方性も室主裂な特性である。

とした{広告すなわTabl日下1 および Table7-2 t土 6 ， 24, 48 および 72 時間どと

ち 3十二 D!i彼自と 7サ日/絞尽を表示したものである ο

辺材

2, 98 

1. 06 

2.69 

おおまかに平均値で比絞すると， 24 時防の滋合，

3.55 

0.96 

Jむ村

2.94 

f ;水口 j板g
針葉樹材{

{マサ隠 j板g

f 木じ] I板日
!1:.主義樹}材 i

l '<サ呂/板関 0.85 0.85 

となり s 全体lζ広葉樹材の方が針葉樹材に比べて数値が小ざい。

ζれは)主繋樹材の板自 ilii吸{む震が針2完結;材のそれによ七し p 相対的にjtきいとと lてよるものぞあり脅組織

構造的主主長震が関連しずといるものと 7替えられる。

る広葉樹材ともに木仁] !絞8\ においてのみ現われ，その程f支は告iところで，

繋i討材の方が大きい。しかし，マサ巨/板践の笹山口附lζ無関係でほとんど変化していないο

なお，試料数が不ト分であるが，針葉樹材の辺材で l立大部分の樹務においてマサ悶/板臼の伎が1.00 

する 9 有縁膜孔の関Jm誌の程度がそれ~C寄与しているものと捻;立される。

より大きい。これは心材のそれと黙なった傾向で，つまり，



u ぶ理主主主~fM援の性質 (第 4 長) U主石・キJ 1'J' 熊本〉 -5告~-~

;:Q 材

マザー日 Ym
Radi託1 section 

絞自衛 I '?サ R jill 
Tangential s日ction I 京社di乱1 sect1of] 

をの !ih含 J チイ (1 J ) � :1)γ(2N) およびタプノヰ (:-i3N) 日) -.，ガ日j，f以 u (1)自立が 5， 56 ， 5鳳 03， 4町 24 と/え

さい)方守イス/ヰ (51N)，ホオー/十 (51 D) 仇よび γ ヰぶモ (68C) などが 2.28， 2.36 , 2.32 と小さく，

大きい樹議υ〉ポ) 1/2 lこしか迷しとし吋正し匂ぷ守、もあった ο

3-6. :l広需主係数

この試験は JI5i支給iζ準犯[ノリご[ぷえØ_Jä~'、決める--.，::_く会♂5れているの 7了。 ~:d::;f完成および非定常訟のどち

らによってもなに;設係殺を;求める災級手土ま才していはいじ

しかし， Fig. 3 (b) の干潟it/k.~字句膨張4i測定試験y，'(立政援滋測定試;~(Qh-- (a) とい，J 1ノ部{立から q1iJ られ

たもので~ Yf{i別立問一一材料とみなせるものである。したがフて含 (b) の平淡:f 1:~;永 ~*s (之 (a) の各吸湿iiiíから

汲混したときの殺終的なふir、;総合ノ'J<_4Zマもあるはづn である〉

しかし，災際 J:.， jt:: J犬的因子の介tEによって iFj- とはみなせない。ナ Jコわき，えられる水分傾斜

などの影響警と:切免jω制約によって乾燥緩Et~ にいくらかの):Y7~d l:Uやすい。けれども，これる7滋!]'?こ，J- {;，プfi

がてがあれば、ド衡日出[f)ュ fj;-! く狩りれる予 L しもう干l_j };~i もある。

ともか"_ ，以上の総投n!I，C .'ij_~勺て y ジ ~;U:::'，ラ訟による弘散係数 P を求めるための平後[1汲~Jr~j立与えe平衡合7k;1f;;・

;':1 ~持 ιtl するこ，

4/vL吟 ，巴 (9)

4/'1'1:拘告おTIjI~:

f)u" 丸、 ü :rgえ、試Vl の気転将校綴〔じrna) と気-[1千

Jヂ吋.J ， Ue(/. ・ 2 : \i 換I合え川rts ぬ J膨張本誤'l ;tcÓ試験j干の吸ill'[ùíJ後Çi)''V Hヨの平総合 ~l(率
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謹TErte穏
spcnes 

6 hrs 

1 J 5.62 

2N 5.31 

3M 2.87 

4M 3.68 

7D 3. 18 

8H 3.40 

ヲ J 4. 12 

lOC 3.21 

11 C 3.31 

12 J 3.96 

13M 3匝 80

14M 3.50 

15F 3.40 

151 3.71 

15L 3.88 

16K 4.81 

17N 2 ‘ 62 
18G 4. 16 

181 4.22 

18N 3.97 

19 J 3齢 64

(1 ヲJ) (4.18) 

20] 4.05 

(20 J) (3.66) 

21 J 4曹 10

(21 J) (5.16) 

(22 J) (5 ‘ 29) 
(2.3]) (.3.95) 
24F 4.41 

J空 3, 87 
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Jしr、、

C, s.fT, .s 

24 hrs 48 hrs 

5.56 4.94 

5.03 4.49 

2.6ヲ 2, 51 
3.28 2. ヲ3

2.89 2.65 

3. 1 守 2.98 

3幽ヲ6 3.5ヲ

2.98 2.71 

3.23 3.02 

3.59 3.23 

3.47 3.01 

3.31 3.00 

2. 雪6 2. 己ヲ

3.49 3, 24 

3.58 3.18 

4.40 3.86 

2.70 2.67 

3.68 3.26 

3.80 3.42 

3掴 76 3.46 

3.06 2.67 

(3.4ヲ〉
3楓 40 3.0.3 

30) 

3. ,35 2.91 

〈ι36)
(4. 18) 

(3.70) 

3~91 3.40 

3.55 3.20 

Talお 7-1.百え湿J1ブi 皮と
Tabl日 of moistu:re 呂bso:rption anisotropy 

材 子I巴artwood

R. s.!T. s. 

72 hr・5 6 hrs 24 hrs 48 hrs 

4.47 0.90 0.92 。也 90

4.07 0.88 0.88 0.8日

2.38 O.8? 0.82 。.84

2.69 1. 0己 1. OS 1. 04 

2.51 0.95 。.9も 0.98 

2. � 0.97 Lυ。 1. 01 

3 ‘ 29 O. ヲ8 O. ヲ9 0.98 

2.57 1. 00 1. 0心 1. 0心

2.83 1. 08 1 、 06 1. 06 

2. ヲ7 1 幹 02 1. 02 1. 02 

2.79 1. 03 L 05 1.05 

2 横 80 L 00 1. 00 L OC 
2.5] 0.92 0.92 0.93 

3.04 0.98 。且 96 。巴 96

2. ヲ4 0.92 0.95 0.96 

3.44 0.94 0.92 。ヲ:?

2.52 0.81 0.87 O. ヲ2

2.96 0.89 0.90 0.92 

3.10 0.97 0.96 。司ヲ7

3.1 ヲ 0.94 0.92 0.92 

2 ‘ 42 O. 守O 。号2 0.94 

(2.4号〕 (0.92) (0.92) 

2.68 L 05 1.01 L 03 

(2.51) (1. (2) (1. 04) 

2.6:3 1, 03 1. 01 1 唱 01

(3 , 02) (口調ヲ4) (0, 93) 
(3 , 01) くし (0) (0.97) 

(2向 85) 00) ((), 98) 
3.04 0.91) 。， 90 O~ ヲ0

2.94 0.9る 0，ヲι 。唱?る

C. $, : Cross section T. s. : Tangentia1 section R. g , : Radial sectiol1. 

Tab!e 7-2. r及滋兵ブj D芝と
'fahl記 of moisture absorption an勾otropy

'樹fre日怒
'L;、 材 H巴乱rtwood

C‘色.fT. s , R. 8.!T. s , 
sp巴Cl忠告

hrs 24 hrs 48 hrs 72 hrs 6 hrs 24 hrs 48 hrs 

25C 2.67 』ワ・ 47 2, 35 2.19 O. ヲ 1 0.94 0. ヲ己

28F 3.57 3.54 3.34 3. 1 0.80 0083 0.85 

29H 2. 72 2.56 2.40 2.2つ 。嗣ヲ4 1. 04 1. 04 

301 2.88 2.76 2. 59 え 45 0.86 1. 17 1. 16 

31H 2, 81 2.91 2.82 2暗 75 。‘ 86 0 , 91 。‘ 90

32B 3包 25 3調 16 2.98 2.8.[ 0.85 。‘ 85 0.85 

33D 2.48 2.58 2.59 2.52 0.92 0.86 0.89 

34H 2. .3ヲ 2050 2.44 2.37 0, 7'7 ()祖 77 O. 1'8 

35D 2温 42 2.35 え 2ヲ 2.25 O.8!, ふ 84 0.84 

36F 3065 3.57 3.24 3曹 04 。刷出? 0.91 0.89 

38E 2.90 2.8ヲ 2. 79 2.72 0.87 。‘ 84 0.84 

.38F 2.75 2.68 2.57 2.49 。ゐ 73 0 , 73 。.76
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略的j 変化〈金i 葉桜)
and it's time dependence (Softwood) 

口n rγ 守i 

つ. eヲ

36 

u八 v ハ 3.07 んハ~. ijハ8~:; 2 , 60 

1.ハ)()

9て3

0.99 3. 16 2. ヲ l つJヘ嗣、、

1.06 3 , 33 3~ 08 2, 79 

L 

1. 
L 、〆ii

ぺ 93

',). :'ヲ i 3. S,] '，'、、 心〈よ山 4守

O_96 L勺3. [) 心r、 3. :38 ~l ，り合

(1 , 93 
「〆� Q イ 今@υ、JυG 2 租 52 '.ρ日

f了，守つ 3瓜 33 3.03 亀 mど d 唱l 

む、き1 3. 1 ヲ 2. 9~1 4ハ:::. uノ cl

円v 電。94 ヨ。ヲ5 三 81 60 

0.96 

(0. 守2)

1. G2 

r 1. 01) 

L 02 

(0. ヲ7)

(0、J・ ')只.~可ノ

〈cp ヲ8)

0.91 

日主総変化 (rぶ:楽総)
and it's t匇e depen仇nce (HardwQods) 

つ 0 ，"':
ゐ、 /"-.J

辺

C. sJT. s 

24 hfS : 48 hrs 

2. もす

""ノ

之 49

f ハ，

.;~ . 

2.43 1. 02 

5ヲ 1.08 

2e61 L 33 

2 ・ 95 02 

2 , 92 0.96 

2.43 0.87 

2.48 1. 04 

1 ‘むら

2 ‘ 51 L 05 

ネオ

;..." !も 0.85 

。 1

:‘ Oヲ

1.22 

L 02 

0.97 

0.96 

1. 05 

L 08 

1.11 

\.)，仁)2

0.8己

ハワ勺
、F ・ v

0.81 

0 , 79 

1. ()l 

1.14 

1.03 

0.97 

().ヲ7

\, 05 
1. 07 

. 11 

0.89 

n q/.l 
V~ '.....,,' 

0.87 

。市 ?J

O.�2 

0.81 

- 61-

1. ()O 

1. 09 

1. 12 

1.03 

。‘ 97

1. 01 

1. 04 

1. 06 

l 唱 11

72 hrs 

0.92 

0.84 

円~;ツ
υ. Vl 

0.74 

0.8:3 

0.84 
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Table 7必前 〈つづき) (Continu巴d)

一一一一一一一一一一一ーな(ー…Jム一一τr一一一一一
樹務

J仏、 本f Hea1"twood 

Tree C. 吉.fT， 払 R. s.rr. s. 

speιleS 
6 h1"S 24 hrs 48 hr8 72 hr8 6 hrs 24 hr出 48 hr5 

38H 2.86 2, 88 2.85 2.72 0.86 0.86 0, 87 

38K 2.86 2.83 2.63 2.57 0.83 。当日4 。咽 8~)

38L 3.3'守 3.36 3.25 3. 1 � 0.89 0.85 0.86 

3ヲ.H 2.63 2.64 2.58 2.50 0.88 0.86 0.88 

40N 2固 45 2, 51 2.50 2.48 0.82 0.79 。‘ 78

43N 2.43 2.60 2, 58 2.45 0, 79 O,7! O. 78 

45C 3.18 3.19 3.07 2喝ヲ日 0.92 0, 89 0.87 

45D 2.82 2.83 2.73 2.58 0.85 0.83 0.82 

45F 3.19 3.30 3. 15 3, 03 0.81 0.79 0.80 

45K 3.35 3.44 3.35 3.20 0.82 。岳 79 O. 79 

46H 2.58 2.64 2.59 2齢 54 0.83 0.81 0, 82 

48H 2.87 2.80 2.70 2.63 。個 81 0.84 0.84 

4ヲN 2闘 45 2.43 2.38 2.33 O.5(ぺJ 0.58 0.61 

50D 3.17 3.3ヲ 3. 1 ヲ 2.99 0.97 0.94 0.94 

51D 2.36 2.31 2.2ヲ 2.23 0.84 O. 7ヲ 。.81

53N 4.32 4.80 4.80 4.70 O. 世 7 0.97 。.96

54N 2.20 2欄 28 2.27 2陥 24 0.84 0.83 0.82 

3.3ヲ 3, 26 3.07 2.89 0.84 。‘ 83 0, 83 

56F 4‘ 38 4.24 3.78 .3.42 0.85 0.84 。.83

57H 3. 18 3.01 2.79 2.65 0.86 0.86 0.88 

5ヲD 2.34 2.37 2.35 2.29 0.73 0.73 0.75 

601 2.60 2.57 2.46 2岡 34 0.71 O. 70 O. 72 

61C 3.33 3.56 3.2J 2.95 0.86 0.86 0.89 

64D 2.54 2.49 2.42 2.34 0.95 O. 世 l 。例ヲ 1

651 2. ヲ0 2旨ヲヲ 2.91 2.77 。“ 81 O. 79 。匂 79

66H 3, 03 2.91 2.74 2.65 0.90 O. ヲ l 0.91 

67D i 2 ‘ 67 2帽 70 2.64 2.5守 0.89 0.87 。" 89 

68C 2.26 2.32 2.30 2.26 。匂 89 。噂 86 0.86 

的H 3.22 2098 2.76 2.56 0, 94 0.95 0, 96 

70N 3.93 3.91 3.75 3.57 0.90 0.91 0.91 

72F 3.09 2.97 2.70 つ~ 58 。.88 。合ヲ0 0.90 

741 3.08 2.83 2.64 2 ‘ 50 0.86 0.84 0.86 

文 2. 守5 2.94 2.81 之 70 0.85 。唱 85 0.86 

となり， との d肱般若?用いてゴド定常法による拡散係数 D とを求める式

符(!ÍJ払三，.いい…ν …ー……一…，…(10)
dt 2.3 [2 

l : 試片浮さ (crn). t: 時間 (5巴c)

4Mt: 6 または 24 r均|簡の数百重量 (g)

から拡散係数が努出できる。なお， ~絞f荻え g 脅?サ白 i樹a針iの ζ の式lはま 6ト~~4必8 時f悶匂で lほま lぽまI治t色1

のそれiはま Hロ曲;封j線となり'得られた数値はあくまでも比較のためのものである。これらの結果は Table 8;ど p

また，容積窓との関連を王手筏@接線方的j別に Fig， 25, 26!ζ ， 3 輸方向の各拡散係数の分寸ï(1)相途号をみ fJ

ものを Fig.27 ìC:示しである。

おおよその傾向としては小倉へ STAMM9) らの得た結果と類似するがp 日パラッキー"があって少し小さ目



u 十三 Fl:L主:~tM浅のHJfj 〔河q 桜 ì (祭主 i 割野 φ 二木) ザー 68 

r、:i.W.示ノ も守 ♂ .. ~己 口2 ')‘ 92 ()守1

巴呼

/ヲ 2, 2 ‘ 4ヲ ;2, 40 ム
ハ(5入 円 0, 80 

O. 76 2, 20 内，:"内20、 2019 4ιハ'<よ J u. !t) 〔ん 76 {人/呂 0, 7 己
向日 2.84 ん勺 < i けd 2.69 61 Uハ.0ハ "i 円、♂プ印J 0.50 Cl.81 

。‘ 8:3
/ 

/，のノむ ぷべ./2 2 、 E 。〆J (i とう9 n, O.8J 
て。コハ、J

姐公U 、ノ

仁6r3、 r〆

?j::_ 
fムョ戸、〉 ヱ噌 i d 守 ó、ぷ♂ 2.5<; ).〆L ワ， 36 vハ ハパß/

60 

つ白 ~.J. 28 3も 19 3.00 ?� 82 99 " ム 02

υ‘。 え 90 2, 85 2. ;子) 0，ヨ() l >a77 O. 守 C. ?ヲ

。， 96

:], .31 :，， rJ、V ん1 1.ヲ6 1. 97 81 84 0085 。.85

ら4

、一J、

0.89 

む 7も λ 2'7 ヴo 、 υつリ勺 ふ 4、'. ~.う~4正 。， 9゚ Q、5Fー司, リ円吃り，.れ L人 88

(1, 7:3 ¥9 3, 12 2、出品 2.6゚ 0 , 82 C.8J 0.81 0.82 

0 , 39 il¥ 九 9() 7 ~:~ 2.S8 e6 8'ち 0, 00 O. 
(ì, (,) 1 2.41 ヱョバ 4 2.:35 9ち ヲア 円寸 Q〆" :j,.95 
。屯(l(!

0.93 、3 、 9己 6ヲ 、円 、テ}，-円ノ む.ヲ7 f、)・ 9

0.89 ~:， (y) 3.1 Q♂ F 、 f、J、 .9:ア η; 

i36 

9i� 

O. 
,), 91 

。‘ 87

であるコ しかし? 主主派D仁川と "F衛合!k本;す:_J.-.[r(D初級会水準?と容があづたり p 奇郊1可Î 2 ご肴行 rとし汁lは主 i絞l及支t泊混k担i5穿条?条:ゴ4件!I"~コ!呉ぷ t" ど、

Jユ山ふ乙} ~刈締f祖初担邸!山えカ1川、

く 7な巴芯:ると D がノJ大iたミ f含為くなる， いわゆるお(曲線竪の分布宅ごしている c

しかし J Fig. 25r-.~ げからわかるように多あるすりfラツオリ (})fFl1測に大切分討[!]lの拡散係数が約まる

')T} そのíii官邸1.，)')ら大きくはずれるもの f して'%v桜橋があめ， 大きいゴJ ，}~レてト 4 ノー干 (60 I ), γマグ

ワ (49N)，プナ (38J仏 38L21)~ ミズド (66 1 ), トウヒ(1 2 Jλ 小さしづ了ムしてキリ (69B入 戸 L7 ノキ

(25じ)?キハぶ(37 H)，コジ..-; (70N) う;'7 1) C36F)などがあるわごれらは、l'^f千食?と紋lIf1)ní司 ~(Jt)潰してし 3

る c

そのほかに9 半後方 líむYげでは下、ドマツ (7D) ，アカーL ゾマツ (nc)および ζ ズゾ (;31 日〉などが小 ð い

那須;Cjnb 丸、
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Table 8. 鉱 i設係数表

T旦ble of diffusion c白色fficîents

ヲ

7
2
2
8
4
5
3
7
9
8
3
3
7
2
3
0
6
4
9
4
8
1
5
0
6
3
8
9
8
7
5
7
7

, 

.

.

.

 

4
-

，

a
-
m
v
e

司

.

.

 

‘
ム

F

・
収
品
・

4
.

，

.
6
a
-
z

・
即
'

0

1

2

1

1

2

1

3

1

0

0

1

1

1

1

1

1

7

1

1

1

0

1

1

2

1

1

1

2

2

1

2

1

 

2. J 

1.4 

1.9 

1.3 

2.5 

0.9 

1‘ 7 

2.7 

9
5
3
J
4
1
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以上のような機種による拡散係数の読われ方についてはp すでに針葉樹材の 1.1 樹緩についての詳細な

実験内容が報告鉛)27) されているが3 樹穣筒の王子均:lJ1;紋係数の差異令比重や三税関管構造などの知識で ， í1':: 1量

的 lご解析することは現在では溺勇経とされτおりヲ木材研究の最終的誠艇のゅの田 aっとして，組織構造の物

伊:…般に対する寄与の仕方を解明することが待たれるものの例でもある。

1fl衡含水準3-7. 

l汲滋主主会求めるべく調書きされた吸湿条件 40"C ， R. H. 75% とR. H. 90% において、， Fig.:3 (b) の試片

を用いて得ら才1， 1;:ミ!と後撃を?呂ble 9-} , 9-2 iとえfす。

針。葉桜材と広言葉樹材とに大別してそれぞれの平均値卒、凶較すると， 40 oC, R. H. 75% の条件では心材は

両者とも 12.3% であるが， 400C , R. H. 90% では釘: 1仏 9%，広: 17.596 と 0.6匂の差異が生じてい

る。 R H. 75% !: R. H. 90党;の ffIlf条件 10]での不在!r合水不差は針葉樹材で 4φ6ヲゴ，広葉樹十;;fで 5.2% とえE っ

でし、る。

ま fこ，よく日!Jfj されるトウヒの ["j条件での斗'衡合水率はそれFれ 13.5)');" 19.296 で，ぞのまをは 5.7%

Table 与]， ミド 街 11 ;J< i卒〈 表 c金.;- t富札，t)

Table of equilibrium moﾎsture coなtents (Softwoods) 
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であるが，表中のトウヒは 12.0% と 17.0% で，その設 5.0必となり前者に1じベ少しノドさい。とれば試験

jjij の乾燥の jjíJ処践が漆う fふこめに生じたものと鮮される。

な;払{節々の紛濯についてみてみると， 40"C, R H. 7596 の条件では針策1M村のネズコ (22 1)，イチ

イ(1 J)，ガワラ (21 J)，カヤ (2N)などが 9. 7'~~11. 4% 合で， R. H. 90郊でもそれらが 14. 4"~ 15.496 と

共Jm.して低いのがわかる。

広葉樹林では， R. H. 75% の条件でキリ〈自9H)，イヌエンジュ (56F)ーヤマグワ (49N) ，ケヤキ (48H) ，

ヤマザクラ (551)などが 10. 3~I1. 7タbr舎で， R. f王 90% ではがr者iと加えてオニグ Jt; ミ (28F) などが 14.3

c--'15.5必殺で 11&く，高いものに比べるム約 5% の差がある。また，大きい平i話会水率主主主、もつ樹穏 iとはク

ワ (36F入キハダ (37H)，コナラ (46H) などがあり，その走;立 6‘ 8'-6.5おである会 521材でもケヤキ (48

H)，イス/羊 (54N)が 6‘ 8 ， 6.0郊の平衡{lJk，~手芸:そが屯すっ

このように樹滋，当;j立によって SY1飯合}j(i挙が奥なることにつし sては，いろいろと考えられるが》まず.-合

説もないので刻の機会に検討してみたい〈

3.8. 平均綴張喜容

、J ;:;示しである o '1、able 10-1 , 10-2 はその僚の大会

いものから illUに設べたものである。

その表で個々についてみてみる~-}針葉樹 a 心付の銭線方向で、はシラベ(8H) ， 1、 '1"'" 才ツ(7D)，カラマ

ツ(ヲJ)，ウラジロモミ (5H)などが 0.40〆、'0.35% 合と大きしネズコ (22J )，アスナロ (23 J 入ヒノキ

(20 J)などが 0.203へな 208対と小ざい部類!と含まれる。ヌj，サワラ (21 J )，ヌポ (18G' ト N) などは

中程度:である 3

j去否定樹。心材の;新議tJ IÎ1Jではアカガシ (40N)，イチイガシ (43N)，コナラ (46H) などの蕊伎やfが 0‘ 594

~.O. 514% と大きく ， -)j ， イ立エンジュ (56F)，キ J) (69H) , 干ハダ (57H入 ヤマハソノキ (74 I) など

の経軟材が O.230~0‘ 253% と小さいc

半径方向では，針葉樹材Cコアカマツ (15 1)， トウヒ (12 J)が O轟 185'~O. 177;ちと大きしネズコ (22J ), 

コウヤマキ(19J )，アスナロ (23 J)などが O.066-~O.078% と非常に小さい。

広葉樹材ではγ カガシ (40N)がとびぬけて大きいが..-'~方，キリ (69H入オオパヤナギ(71C)などの際

救材が O.072~O.074% と綴端 :ζ小ざしアカガシの約1/41ζ しかならなし、。これを針繁樹材でみると，

，えをヴ\(!)アスナロはア ')')7 ツの今ll/3 である ν

とのような樹海的懇;認は得議2誌の差が J<きいことや9 ICfël合されるものであろ

，一、

j (; 

また歩JLlt才での{膨張4;くは心討のそれらぶ;つも一般的lζ き心去を小銭/最大般のよむも心本11ご

鋭陶にあ c 、

し、

以}じこれらのこ、!こについて会!~ ~ j]~;r+~仏L討。心.Q}f;j'月IJO)5!ぺ主主j僚をまこめて 1、able 11 に掲げである G

次に~ JDJi1T1 <>自主張率は容積lTI:と tt~い関連~y もつので， Fig. 28, 29 でその関迷そみてみた。

Fig. 28，却のいずれにおいても， IUSsJ足率が容様子:との比例関係を示すととは55 くの文献10)にみられる

とおりだが，間からもわかるよっ iじ必ずしもすべでの試料が規刻乏しく夜燥で溜まれた節1m;セに入るも

のて~~まないハ

しかし Figo 29 '-C みられるぶうこ，、終?を方!i'Jは接線方 iiìJ"と比べていくらかまとまりが災く~ ~j;t:炎、震
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Table 10-2. 横断}訴のSjZ :iSj 膨張率(辺/材)

Average swelling percent per unit moistur邑 content on 

crωs section (Sapwood) 

f袋線方向 Tangentlal direction 半径方向 Rad礼l direction 

7D 。時 395 43N 0.517 15L 0.204 :AN 
ム lC 0.387 54N 0.4ヲ0 l7N O. 184 62C 
IOC 0.359 67D 0.471 ヲ J 0.177 3lH 
151 。‘ 354 38E 0.409 10C 0.169 43N 
15L 0.327 48H 0.408 l1C 0.162 33D 
17N 0.326 38H 0.373 15F O. 135 64D 
15F、 0.304 45D 0.372 18N 0.132 481壬

18N 。調 291 59D 0.365 7D O. 128 67D 
18G 0.288 38F 0.339 181 0.121 35D 
181 0.285 35D 0.333 18G 0.10ヲ 61C 

(20]) 。勾 227 45C 0.332 (20 J ) 。‘ 093 59D 
51D 0.329 38E 
66H 0.326 己3N

53N O. 320 66H 
25C 0.31 ヲ 50D 
己4 1) 。‘く316 38H 
52N 0.311 51D 
:l1H 0.306 38L 
38L 。， 2ヲ6 45D 
己OD 0, 284 38 ト、

61 C 0, 284 601 
62C 0.273 45C 
33D 0.266 25C 
601 0.254 .52N 

主 0.329 I 0.357 O. Iδ2 

T乱ble 11凋 Table 10.1, 10-2 の STZ.t.句償，条大および最小値依粋

Table of averagεs， maximl1ms and rninimums from Tabl色 10-1 and 10 白2

51 ) : 0.51 Ma弘→ xMax.→り 51x 0.398 ..0.203 可 Min.
100 

/イァ労

0.304 
0.246 
0.242 
0.23:; 
0.235 
。鼻 209

O. .195 
。毛 192

0, 186 
O. 184 
O. 183 
0.178 
0.176 
O. 176 
0.176 
。目 163

0.160 
O. 159 

。‘ F38
。凶 157

O. 141 
O. 137 
。割 136

O. 135 
0.133 

0, 184 
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ム，1， Softwood 
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。翁 Hardwcゎd

日.30 0,10 0.50 0.60 0.70 1}日o 090 1.00 

矢車Z 王子積 E草 (9ノcrd)
Appa.rent specific grav咜y in 品 i r dry 

F刕. 28 務T~~所、と辺JS'j膨張本との関係 (1) .t#'終方向

Relation between app.-sp巴d..gr臼 vity in air dry 註nd swell匤g percent 

per unit molsture content‘く 1) 'I、angential d叝ection. 

-71 -

0.43 g!cm:J 近辺でつのI震点、をもっ三三角形門にほぼ収まる分ィ'rïを示 ω とれをはずれるものにすワ夕、、Jレ

ミ (29H入庁オパポダイジ..， (62C'辺)，アスナロ (23 J )，カヤ (2N)，イヌエンジコ (56F) などがある

が， ζ の i争"でカヤ (2Jドo はアテの疑いが強い。サヴグルミ (29H) ;討長線匂

Jおし，オオパボダイグでム (62C .;22)も半i差万向では設綬材 ;:;(;l}. -れいずれ

ととろでF らhるの

ともにjくさい膨張本そ

るロ

β匂コトβs十 βγ ……<.".， 日 …… , , . ~ . . . > > .。 …リ …....,. <,. <".",..,.,..,." ..". (11) 

ん:平均恕務影je~.~.ド (50)

βt ， βr' 接線および半筏;む!勾の平均膨張率(;;の

Fig. 30 はその'ð'f去影J\éJ?)容と気乾議滋惑と ものである。院のように，ょっ;'1)) 21回線にはさ

しているがp ノにさく出t反するものもあり， サワグjレミ (29H) ，シラベ (8H) ，

アカガシ (40N)，カヤ (2N)，アスナロ (23])，イチイ (1 J) , -1ヌエンジュ (56F) などがそれらであ

〈、。
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の関係 (2) 半後方向

Relation between app.-specLｭ

蕊ravity in a繒 dry and swelｭ

ling percent per unit mois叩

tur色 content.

( 2) .Radial d�ect�u. 
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1ミ日1託tíon bet¥vecll app，'おpeci.'gravìty in air dry (rα) and 
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横断E富膨張察知変3叫 9包

との関連でみるほかに g H!t i}3; :&~ :}j 1支 Fh/β? とい3-8 

うもう一つの尺!交がある。

との関連をみたものである。Fig , 31 はその影ill~異方皮と

~fìj5t ~L，木材の横断ili\における収縮・膨張lí'~方!幻ま比蕊 ißj'(きいほど f!ll線的に減少し uと近づく。ず

なわち，横断IJüにおける収縮会膨張は設い材ほど等方的である161，とされている。

らのàilブj約収絡についての検討結果17りお d"rjl戸によって報告されている

び中野の測定俄18)か ある Fi箆.32 などをみると 9 決11015\ζ おいてがは数舘は少し災なっているが9

して 0.55 g/crnß，気乾~tJ.占:議;で、 0.60 g!cm3 近辺で曲線的減少傾向とはよ誌にー苦15，殺りとがっ

た傾向疫不ア総務鮮が共通して見受けられ，一概に曲線(15( EtI!線) fll;と減少する T と断言できない…illiが

コジイなど0) 'ih!or4) ミユJfナラ，ケヤ\，-， 1 ヌエンヅ.:.1. ~ ある。これは，待機illO首 60 g!cmS 近辺でプナ，

(Table 12-1 YJ:参照)が大きく現われたためで，さらに歩 O. 6�"J 1. 10 g;'cm3 の 'N君主主主j或でも大きなパラ

ツキのおる横ばい型とみなせる分布告しているので，これらを双出総とみなすことは一応難しいと ks]..われ

る iJ' ら wである。

しかし3 計二菜枯11寸Fぶだけをみると，バラツキはまだ屯大きいが， o;/or の命線的減少傾向を読み攻ることが

できる c どの傾向苓 や~ 11月 1確に 8iわしているのが Fìg‘ 31 におけ

.，令 (12)

0.727 

の没l tJ主 Icj沿った分布である (ra ; ほほ 13~1596 0)合水率i!Pi IJfI にある気乾務騒窓 g!CI主的。

この針葉樹材若手と 1ir冶泌総とのねB還をみると，相関係数ずは 0， 845 となり会

より i'i'H沼l支はずっと良くなっている〔アテの疑いがあった 2f:;f*と予もともと呉方D誌の大会い 7ひと 9J は

相関係数の比絞じ rIT\Lぢの計算から除いた)。

より規則的Ilklí系にこれらの ζ とから主!葉樹M の1策断illHとお;ゴる

あるといえる。しかし。 jぶ菜'，t~J不tのそれは主1 1，%務Jtjj ほどはっきり認められるわけではないが〉

ベ (1. 25/ra)~， (L 75!rα〉のいずれかの EI[Iおおこ沿う傾向が現われている，と考えることができる。

この推定l乙加えて s 膨張11与の奥)j皮がより曲線i乙沿う傾向を釘ずる Jfi~限として ， iWJj主崎の滋皮が 40 0C

で，収縮時の 20.C よりおいことがー図と考えられる。

とのととを検討するため3 同一試料でiEH1l:が y~~なるときの膨張濃の巡いを Fig ， ~)3 に示した。 20"C での

る勾院は;}，:きしまた，前線的であるつ

40 0C ではじ 2 の例外はあるが，ぞれ;主主i 茶話，!村域でj均え守広 lZ紛れ域で jえさく減少してい.1".，) n まで

も低下 Lて相関係数は 0.794 から 0， 648 \ζ t，; っている。 ζ れを[:::)]鴻曲線て=表わすとラプ
'r 
hゅ

Yh ~O‘ 239-0 ， 031rα[-O. 258r"2.." ,.,, …、、一也 唱。♂'一 (13)

の曲線lζ沿う分イ'fj とみられる ο

ーブ'j~

‘ .(14) Y,8r ,,"' O. 004十 0.266rα

され，相関係書えも 20 0C c)) 0網 706 から 0.851 と良〈なっている。

これらのととから， 40 0C での βt!ß'r が (12) 式の1./γ
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とも考えられない。

したがって， (1) を主として検討すると 9 従来の伸縮に関する知識では，芸評 59ぎから 20 数%i近辺ま

ではほぼi宣線的 lと収縮会 m副長する，とされている。ととにg 段， KEYLWERTIJlll による微分!膨張ネ

βt.=.，1ー・ dlし
。 lto du 

lto :合水彩。郊のときの主主さ

dlt : 合;]<)l容が変化したときの長さの変化選

du: 会水率の変化:泣く96)

の現われ万がこの領域でほぼ一定である。したがって，気乾合水ヰ《付近の平均膨張率が， 20 数%のぬf，攻

的商会水岩手域までのそれよりも小さいことはないはす、である G

しかし，一方， W.C電 STEVENS1引による Rotbllche 材の収納. JTI例記[部品では，合水率 20% から 26形付

近までの接線)J[匂の微分膨張記事が 2096 以下のそれよりもいくぶん大きい，ととれる例もある ο

また， 本実験の 41 務〈心ー辺材を含む〉の試料で， (1)の条f't，で含/氏本変化悩が奨なるときの剣・広紫

樹林のギ、均膨張率の移動をみてみると，

( :針葉樹九j' 89% 
接綴方向 βt. 40 0C< βt・ 200C I 

い iζ I! 87% 

( :針葉樹材 509ぎ
半径方向島dOOC くん・20 0C I 

t :広 11 26が

で示され，針葉樹材 lま波線方向がわずかながら影響売を受'けているとしても~ ~Y~1忍:ちが計士それが見られない。

一方， 1主主義樹材のf長線. -"1主淫両方i臼j ともその平均!際限ネば潟皮の影響を強くとそけており，そのglÍn~t土全

く i~である。

つまり， ζのととが，オこじi試片 (Fig， 3 (b) 参照)という形状l息子ももちろんあるが，ヘミセルロース

などの含有率の高い広葉樹材の熱(i'J性質からみて，合;Þtí域による微分膨張率変化の可能性とともに滋皮

綴l泉が無視できない，とする理由になるものとdEiわれる。

ともかく p 気乾JZ水率イミJ'近での膨張異ンン反が手~ji員意紬lζ対レ亡双主主総[々に減少する鋭[如ふ若手十イー秋材

仮道管横断習の薬方的1!Ä絡の研究17)で，会くの同様の傾向を示している京、実からも裏付ゐけられる。

しかし，金持j寝室の βtÍβγ が ， l/ra の曲線に沿って現われるわけでもないことは Fig.31 のとおりで、あり，

広繁樹材の約半数は九〈βdβr) の L 30 から 2.0 の f況に散配する。

一方， 0.60 g/cm語以下の容積 l長城では3βtlfちは f，， (βl/βγ〉の1.0 j丘くに多く主\，られ，針葉樹材のそれ

に近い分布を示している。

なお，以上 lζ主hべた特徴をもっ広葉樹紡iUの，組織総迭を定性的に分類すると，九(βttlβγ〉の績が1. 12 

以下の特徴として，放射組織の r~1訪l50μ より小さしその予言さも LOmm 以下のものがそのグループの

80数ジ与を 12め，散孔t;Jのiじも 70数%で比較的;ζ均質性の樹額が多く，それらの材質は針葉樹林iζ近いも

のであるとゴ雪えられる。

一方， l'α〈偽/βふが1. 13 以上では?放射組織の IHITt: ïi=Ij さが前者に比べて大きし潔手L ~ 放射子し材が半数

を占め，いわゆる段対的11:.主主樹材の性Ji!itが強〈なっている。

以上のととから， 40 0C の被断面膨張兵力、疫によ;いては， ほとんどと広葉樹材の約半数のそ
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，組織機迭(:1'JノドゑJ1J: 'lij ，たとれらが容議室長とほぼ反比例的溜[，1\1とあり， +0J，はお協 i立以外の凶ゴ，ヲ

i~_ (J，放射組織の存在6)引などの影響Fによって，その校~;!，1éMf r，ι 〈β，dßr) 出 1.00 から総!えしている，と，与える

とと/Jγさきる u

310，薬方疫の撚穣的評{簡

されたその知オミ約の京IJljj とその方法はほぐいんど絞殺から学んだ、ものとはいえ?

識と校術、j、 r材料学 J O)J~\{遣であることが安い、

その十本 15Y:的知iEIι 佼術事手{}誌はその絞こ「機能性j ， "}][11 惚 L i 耐久的::..1 iなどの訪問子そもって成り

~'，-" I 、イ:)(.そのなかでも n とし\J !こっし 1てばタイ〈材初HlJγ の手Jli とし切でおから nお心がすよわれてきたが，

まだ解明が|づ〉と lまし、えな 1 ， \, で1込 (E 寸

?瓜討にさらしたりしてその〈し、 j を[おぐために吋ii t与し" 1 牧、してみし、f十月ホ ï1や放ìKi した

減少に努めたりすることが多いが，この~~it;i~:i らし"が tjiなる liJ.縦1 ・ 1辺張;設の減少だけそ;次i~えしたものでな

く，手~， -)jL立のんは土も1え関されたものであろっ"

場膨張?も方Htt~:: ~J で決)12で子ざるものではな

いが，予くの江口 i 利用のJ87f?を必定して九)fDtがとり j品げられてしかるべきで主J る。しかし'>

'JN)fl主のわいだけをP 論ずる):， 1it米から後jミな木材と L で佼われてき fょ多くの会r J:mt討材 l土，広葉樹材 lとよ七

この場合，

ろで，木付の利用 iこの滋774U決 i芯γふ上t~'6~

なる Jし 1 ととユぐベえさ L よか 1支えーもヲ ζ と;いら?

しかし~ Fig~;はおよび Fig. 32 C7J 1;%1 におい'じ ra(βt/i3 r) 0) L 25 以!とにいわゆる有Jll泌総OJy くが分布‘

レているととに気づくであろう。つまり，谷被Ht と潔万j衰の秘が小さければ，緩験的犯…ÞS;良いとみなせ
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Table 12-1.収縮・膨張主主方皮糸数表〈金ト葉樹〉

Table of shrinkage'司sw記l1lng anisotropy index numbers (Softwoods) 

J己、 材 Heartwood 辺 材み Sapwood 

1封 J鐙
(a) (b) (c) (d) (ε) (a) (b) (c) (d) (e) 

Tre記 species

Ya βt!βγ r15*1 1�/�5r*l Ir，α fα βt!βγ Y15ホ1 Ot/'�r*.1 [r，α((8J27tJ/8ん8))2 

1] イ チイ 0.54 2‘ 04 。.54 l ‘ヲ0 1. 1.8 

2N 1J ヤ 0.5;3 2.59*2 0.51 1. 74 2.05*9 0.43 1. 66 

3M イヌマキ 0.51 2.03 0.55 1. 55 1. 36 0.55 1. 66 
4M モ 、、、 0.43 2.45 0.44 2.10 1. 23 0.39 2.03 
5H ウラジロそミ 0.38 2. 守口 0.36 2.73 1. 17 0.40 2.56 

6F 
アオモリトド

0.41 2.86 0.39 2.65 
マツ

7D トド?ツ 0.41 3.63 。幅 41 3‘ 13 し 73 0.43 3.09 0.44 2.96 1. 38 
8H シラベ 0.41 2.62 0.40 2.4ヲ 1. 13 一
9} カラマツ 0.54 2.82 。.53 2. 17 1. 98 o. ;�9 2.25 0.52 33)特

!OC エゾマツ 0.43 2. 12 0.43 2. 18 0.88 0.42 2. 12 0.43 2.20 0.85 

llC アカエゾマツ 0.49 2. 15 0.46 2. 1 ヲ 1. 03 0.46 2.39 0.43 2.52 1. 04 

12J ト ウ ヒ 0.45 1. 89 0.46 L 67 O. ヲ6 0.42 1. 8守

13長f トガ\サワラ 0.49 l 舗 54 0.47 1. 62 0.72 。闘 43 1‘ 66 
14:11在 ツ ヲf 0.52 1, 75 0.54 1. 79 0.89 0.48 1. 82 
15F、 アカマツ 。‘ 40 3.01 0.42 2.28 1， 5ヲ 0.47 2.25 0.52 .71 1, 40 
151 If 0.53 1. 89 。‘ 55 2.04 。.93 0.58 1. 6ヲ 。.58 i. 80 0.92 
15L !f 0.53 2.09 0.52 2.03 1. 14 0.61 1. 60 0.56 1. 57 1.00 

16K ヒメコ?ツ 0.4.3 2掬 66 0.42 2. 13 1. 43 0..36 • .98 
17N クロマツ 0.51 2.27 0.58 2.0ヲ 1. 26 0.5ヲ 1 調 77 0.57 i ‘ 80 1. 02 

18G ス ヰJ 0.37 2.95 0.36 2.m 1. 12 0.35 2.64 0.35 2. 52 O. ヲ7

181 If 0.40 I 2.57 0.41 2.64 L 00 。‘ 37 2.36 0.37 2.50 0.82 

18N I1 0.41 2.56 0.40 2. 60 1. 03 。頃 41 2.20 。‘ 40 2.14 O. 守3

1 ヲ J コウヤマキ 0.32 2.86 0.32 3.44 。‘ 85 0.30 
(1ヲJ) If O~32 3 幅 01 :(0.96)判
20} ヒ / キ 0.38 2.24 0.41 1. 93 0.99 。‘ 37 1. 63 

(20} ) 11 2 , 40 1(0.94)判 。也 37 2.44 ヲ0)判

21 } サワ ブ 0.32 3曜 10 0.36 2.85 1, 08 一 0.31 

(21 J) 11 。の 32 3.61 16)判

22J ネズコ 0.34 3.45 0.31 

(22 J) !I 0.33 3.08 )*3 

23] アスナロ 0.43 2ぜ 14 0.40 

(23]) ノf 。.47 2.62 

24F 
ヒノキアスナ

。.43 2.99 0.42 2 , 35 1 智 63 。‘ 40ロ

注 Note)

檎1 :中野主主夫 未発表資料

r15・合水率 U3鮮のときの気乾子手議室:1 (gícm 3 ) 。

Apparent 句会cific gravity in air dry moìsτure content 15% 

ðt, or'''''' 1'全線および半後方rb]の気乾状免震から金松状態までのつ;水率 15ぢあたりの平均収給率(%)。

5hrinkage percent per unit moisture content of tangential and radial direction from a� dry 

(15% M. C.) to oven dry (%)“ 

*2 ;アテ材 Compression wood. 

ネ3: ( )出 (α) x (b) 
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Table 12-2. くつづき) (Continued) 

心 ネオ Beartwood j立 本4 Sapwood 

樹 穏 (a) (b) (c) (d) (e) (a) (b) (c) (d) (e) 
Tre邑 species

γa βt!βT 1'1:/*1 Fα i勺/βr rl与*1 õt!Õr判

67D ヤチダモ 。争 70 2.73 0.70 つ O. 70 2.53 0.7む 2.11 I 2.13 
68C アオダモ 0.73 2刈 33 。ι72 0.71 L 92 
6ヲH キ 1) 0.30 3.42 0.2ヲ 3, 

70N コ ジイ 。.52 2.62 0.47 L 26 O. 品。 2.18 
71 C オオパャナヰ 0.39 3‘ 64 0.3ヲ 2.9邑 0.34 3.41 

27F コパノヤ?ハ 0.48 2‘ 28 0.47 2.03 
ンノキ

50 0.65 2.6'守

2. 17 0..50 2.06 

そこで， Fig. 34 (とえミすように ， Ta.(β佐川r〉自白γ/'Ôl) の尺度値写会戸j し， -ct~j 開rTIiiの奨方伎の良認会判定する主主

準とした。

このグα(角川γ)2(3r/íh) の怠!旅するところは， 20"C と 40"C での J，J純. I膨張奥方j交の変化の少ない方が材

質的に安定した主追い付である，というととである。したがって， 1'" (Ihiõ，.戸(βγ/烏〉でも良いが， 40"C の

(βzjβγ〉のカが l!r" の曲線によく沿う分ィhを不すことから前者の式会Jtれ、た。

この式を用いて得た結果iま Table 12-1 , 12..2 と Fiι341ζ示す!とおりである ο

!h]r~l ， C 1), C.!I)および (ill) と 3 段階?とクラス分けしているごとく， CI) Iζl:l:\おする材は í{.忠義方

!生の材j ， 〔笈〕は 1・顕築"ぢ性の村j ， C滋)ま「連主主主翼方性の材、四!と大 ljlj-9' ることができ》ご

(1)の中にはヲザワラ (21 J)，コウヤγキ (19 J)，ネズコ (22 J)，スギ(18G.l'N) ， t. ノト (20 J)，

エゾマツ(lO C) ， トウヒ (12 J)，シ号ベ (8H)，モミ (4M)，アカエゾマツ(l1 C) ， トガサワラ (13M)，ツ

ガ(14M)，アカマツ(151 'L)，クロマツ (17N) など針葉樹Hが多く喜一方，広葉秘材ではキリ (69H) ，

ドロノキ (25C)，サワグJV ミ (29H)，キハダ(57H) ， シナノキ (61C) ， '寸オノてボダイジュ (62C)，カツラ

(50D)，ホオノキ (51 C)，ハリギリ (64D)，シオヅ(66B)，オニグ 1レミ (28F ), トチノキ (60 I )，シラカ

ンパ(32B)，ケヤキ CWH) ， イメ E ンゾュ (56 F) , ミズキ (65 1)，フーナ (38L) ， ィタヤカエデ(5ヲ D) ， タ

ブノキ (53N )， ミズメ (3lH)お4 びγ カンパ(83D)などが含まれている。

( II) には，針葉樹材でトドマツ (7D)，アカマツ (15F)，ヒメコマツ (16K)，イヌマキ (3M)多カラマ

ツ (9 3)，ヒノキアスナロ (2，tF)などが麟 L ， r1.:葉樹材ではブナ (38E' F ぺ1 ・ K) ， ミズナラ (45F'K) ，

γ カシデ(34H)，アサダ(35D) ，ク 1) (36F) , ")レニレ (47C) などが中心としてき克おれ， [ill] (エミズブ

ラ (45C' ひ)，コナラ (46H) ， アカガシ (40N)，イチイガゾ (43N)などの QuerCU$ 潟 ， Cyclobala持opsis J誌

とヤチダモ(670)，アオダモ(68C)などの Fraxi附~5 H号およびイスノヰ (54N)などの議綴材によって占め

られている。

このように‘針葉樹t;Jでも最傍受7の材として繁閑さ才Lるとヒノキ加J，コウヤマキ 2273 広葉樹材の午 1) , 

ケヤキなどがやはり良い数値安示す以外iこ，ツブ/1.2' ， t ガザワうの Tsuga， Pseudotsuga )溺， 工ゾ，アカ

コ二ゾ， トウヒの Pìcea 属，シプ 3 ボダイジーすの Tilìa iぶなどがfg、結果;を示している c

またpζ とに漆器)L物三十地として変形しない師、とされているミズメが[制交的3宣い析であるにもかかわ

らずき?r.常に小ざい呉;ら'1支および九(ßt/βγ)2(Ôγ!8t)績をす、すどこなど，材質的に興味がもたれるの



H4、滋支援泌 fiflの tLïミ 羽?J~f(J'fヘ玲4V七) (:.ffi~/_-:-i' 叉母娘ヰ:) ..•.•. 81 町

/しあとがき

いくペプì :，(í)明日でも絞れてきたよ

は切対仁jイZい i\i 裂な Ds! ，J^である υ しかしをてれふの関係関係t ついては。あまりにも復符すぎるためテ

元日縦十主!'fJiiJLb、で研究 Lたf日!lzlジない υ あ〆〉でも 4主投ヒしず滞日命的と:-f1cf (/コ !?i 民主 ι .L."王 :九、之，l(..

t t: , ;t.:試君主も目的叫ん総激減ii';t(ドI1Rí'tlx と奴似設にの!現j選手>11)] らかにするだけの(分~; 'j[験+'Jn:liば踏め

なかったため，乙の}t::l，.~まお泌として残 τ でい，EC

よ、;"， liil'~ iLi;三政支援対トiM(}_) +11;t fix :~~繁千qとついて約機ilff究設で測1.Î:': が滋μ ねなので， をの C文楽 1J)'(与られ

れば妙、従との iえj連k おし hて検日付。:n刊さとなるで J九九うっ

ぞれ(まそれとして‘とりあえず話料日夜 urコとし 7 こものではあるが， 24，)と広葉樹点〆T(/)汲泌

長:j_)ノヤj、との段i速をみてみると 1設f習得が小さくても分布数が多ければ吸レやすく，斗 n ，...~スは涼気拡

数そりふ p し/)、し吋 乙のチ r~ ....ス;士川ií仁王:制約と-_.FU Jn~ fxl {( 1 )らし、げた F:: ， 退去二そ包むこのlf::iÍ'IJIU全力3

る?とし h うおおよその鈎Iííjがお怖でおあょうで応る ι

そし ど心組織がどのf';[段以絞および以均膨張関象!と玄みをちってしているかは，

十円 レハ ーャバヘ M 日i ・.， 下 hl
ここixlh1ρ上>1;þ; にノ令 てめ;if\i'j )K;fJ'í守り耳lJ1(ふ￥官はに，//"，'.f

摘要

li4KGiて主.~司 ζ?必ずる研究の}占滋として， 1ゑ浪?立場膨張本試験 iこ J 山、でより長とめ安行な勺た償

;.je!wx: 1:J9 y.{は次のとおり引あるく一二九:rn¥ 'る r'i.l及政1ft! ). ， i好守]までの吹-ùWJを ~:j長 t. ，いオ j ゆる

{斗で立ない)

1) '-íj:Jl~HmiC おける%!:泌:設と の IJJJ jJ:~ 72::検討し，七ィ?僚出J(とおいて特徴t(Jl'とみられるたさ/J. t~z 混》:

。〕、去から〉 に村の 11及、主総N\料ごベさく/:'むされるとと品二 5:~t.' '1しだ。まだ雪それん 1，引をに， li及占は

fr\干勺，~'E .J ャ i ヒ (YJfi"J 潟{，Ý，にある \与>差以〉災比例的援国の tri'i二もうかがわれよ (Fì必 +~9) ，

山 政i如来識をj」;段式 H/=atn とちてばニ ~\の定数#と持;.;r..;1えめ .t討議汲温ilrÎ手JJL アp，約rHこっし 3て

，';(いら ())UJ オ :'i'L)iそすし fこ (Tahleι2 -1 , 2.-.2~ 3: ト;"'jg. 12へ .23) っ

3) TV..al" の ~ilJt とし uご w 仏 3a河 (1十[.0 ， 与~_.~\.専念) 1.. (lJ1(n+O , 50) ふ「紋j混/]'.数 j Jニ

て 1討議の1J.i)えBILl~t のし乙絞{了JBL 、た口、able +'1 , '1,,2; Fìg, 24) っ

心 24 1\寺fIちの ダFで -).:::.J ， [')(_ふ{円 i.L :~<1、 i と 4 Iht:'誌に jメ分し、:ろi'M;fwーの汲滋登を全体の

で:立づげたくすablε5，

5) :'VWÙ???k率品Iùi:f?照試十?と救援試J-1^会応いで~ dr.;E常設ミ iによる 王手渡震と心

!}k抗議会みたじその結果予波紋方向の拡散係数D は.~~渓 Hr勾のそれよりもl' -..;ラットカ:少なか jJo 総長t)J

i勾のそれは横断'illí)TDijØX(J 10 i告のを主総をぶずか， 3:おとも '?ß:積髭較に;ì.;Jして jメlL伊1.1する玖 i;;j 正1~n~~:;) 布

ユをノ}-.:，え (Table 8 電 F�. 25， .27) 仁

13) 40 0C における Eι H. 75ちと Iに E王 90必の条件におけろ主F1fttrt~^7}く:宇:.;2 ;:1くめ，トぐfaトl]e 9, 1, 9.2) 。

7> 政~&f~ むよ 核積雪(~ O) fJk1 i惑においてそオ l らの湧われ力そを

み 'lこ('T、abl世 10-1 ， 10-2, 11; Fig. 28ハ，，30)0

8) 者 i 繁樹木j のほ L んどと [L;)~r.MH (J) 約、!とが:において， 40'C の i話料ト、!とおけ ξ， B彰 E長男!万波 (βt/fJr) &川下
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し双曲線がJ ~C減少する {~~riïJを/示した。この関係そ用いて I1叉誕百彰綴奨方!友ノ.\数 fα〈βtlβγ)2.

(IJr!õt)ぞ苦手き 9 この指標値は木村利用の漉百の l つの基準 lとなることそそ援策した (Table 12-1, 12-2; 

Fig. 31 ，'~.34) 。

女 獄

1) 1伊;渓

2) 然木 Êlt浦。薬石J軍人: 0 rí1野i愛犬 :H

4, p皆 36， (1953) 

(第 1 報〉栄一兆 φr'jl 部・ r!l医i

J含レ
イJコ ç}、 とも試::v干潟， 216 , 1~~47， (1968) 

;}) 1日，J J., p.13 
4) 蕪木 n il'!ll 宕 rt1ff透)2 0 薬石綴犬 日本主主 t-~紛争E c?)ttJitf 初践的性質: (:f;�� 3 y.長)，林試研i払 220 ，

199'0.230, (1969) 
5) 粍iTl 茂史 rtJ 7--:~~ .~j;~ -=二:本邦 1ft.4. J) t.iの吸湿“ i汲水ttlζ就て，木村研究， 2, 22".10, (1949) 

6) 梶 EH 茂. r-t1戸発二 . ;líz木保次:木村の収~;m .qfì3張 l こ~ずるß1.万院の原[A! Iこ就て(第IV報〉，日林'tL\ ，

35, 2, 51""56, (195:1) 

7) 向上(i;(&V報)， 37, 4, 153'~156 ， (1955) 

8) i慌 I I:J t~綿: ;t:f;j' ]:~'わき妥努堂，Jf[京， p. 115, (1961) 

9) 同上: p. 116 

10) 向上: p. 121 

11) KEYLWERTH, R. :じntersudmng巴n üb日r den Quellurgsverlauf und die Feutigkeitsabh舅g. 

igk記it dεr Rohdicht記 von H�zern. 1101z als 及。h. tlI1d werkstofe, 22, heft 7, 255...258, (1964) 

12) J仁村博lf，Yfij: 有JB樹被別収縮現象の特災似 lと!3tlずる研究(斉~2 報〉 群馬県Qìi ツプf. ;+:t;j 'γ会誌， 2, 

2, 55".59, (1956) 

13) KOLLMAlI, F. : Techolog� dcs Holzes und der HoIzwerksfoffe. 2 .Auf., p.387 , (1台:->1)

14) 1;司 J; : p.417 

15) 木材の l及Æ~J.)t!l:試験}Tý:i~ ， JISχ2105 制

16) rや戸発ご:木材の収縮膨張lこ関守る呉万七tの版図について(第 3 報) lLIおと災方(ljJtK縮， [!1j京大

了1iJ宮林報告， 2, p. 15, (1958) 

17) 同と: 22 、 25

18) 中野途失:米発表資料

19) 農林省林業試験場:木材 f俗資料 48 L (1973) 

20) 後商務省 r..L t 林局:木村のl 長約示IJJH ， '::irìl j!}店， p. 91 , (1912) 

21) 小倉武六:日本庁:主主主樹務の七l~. 1f~l ぷ試験をはじめるにあたってう林試研'l'fL 153, p. 1, (1963) 

小原ニ郎:こうやまき材のi耐水源的優秀性 lと ;j北て予木材 l 会I{;， a, 3, 8-~ 15令 (1倒的

23) 林業試験場:氷材工業ハントブック 9 jL4~~ ， }fIJ;:しj}. 116, (1968) 

24) 須藤彰司司、J!5[iJèJ.よ葉樹の識別，林iht.研報. 118, 1--138, (195の

25) と村 Jt.紡原 誠: !ヨ水産J二女ij討議のぞ!二 1ft 試験言1:自L 林試例報， 153, 2'0.14 , 09(3) 

26) 機f:E ttz郎・後J銭君子:木材のl民ílíß .脱【援法j支lζ 衡する研究，件、試併殺， 158, 45 、〆70， (1963) 

27) r混 と;針葉樹林の吸r[ì1・ 1氏起拡散係数，林試研幸fL 198, 201 ~，224 ， (1967) 
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Properti制。f the lmportant Japane同V;'ooお

Physk品I Properüe出(4)

。n the moisture ahsorhabHity an品 swe1li説g 1){ 

the imþortru主 t Japan世田世 wood時

Takeo l�. 1SlU , Tatsuo NAKANO 孔nd J�nke KAHURAGl 

Smumary 

αn 
- 切 0 ,) 自民

This papεr � orw oj 乳 series 011 the project stucly "Prof!ert冾s {)f the Important Jap乱ne~正3

w口ods" in which all thc techn兤al knowledge、 0 1' the dom巴st i.c wりods for pract�al use i8 sUn1med 

up. ThIs sl:udy has been conducted s絜ce 1 ヲ59 by the Guve:rmnent For下st Iîx、perirr'! e.nt Statioll , 

Wuocl Tとchnülogy Dìvisìonφ 

Recently we h品ve fiロ ish日d the ü"バ "On the moistu:r巴 absurbabiEty 乱nd sv\，ellingH 泣nd arc 

now abl日 to tabl.llate the d乱ta on 乱11 63 tr官官 species testecL 

γhe me註surem，ent \~ler日 conducted by th巴 test me工hod of J旦pan Industr礼l 51.詰mdard Z 

2105-19fiO (Hygro,wopíc test l'or WOOcl! 争

1、he results obta i.mぅd afど as descri.bed b日10w， 丸山te that the phras台 "moisture absorption 

ilillount" as used in th18 1判)er 111閉口火t.he valu日 for 6~ 24~ 初日nd 72 hours respectlvely，担。t

t110s日 of ec;u�神ril_lm state , 

L Froill t11e r巴latio!ls b日twe巴n rnoisturι‘ abちorption antcrunt and spe(、ì :fìc gravity~ 乱 projJo j'，

tional and an ﾍnversc p1'oport卲nal r巴latìonship b也twcen them seem to be recogn坥ed 1n t11e 

1守riddy scatt記ring distributions (lf Figs, 4" ノ9.

1、he d i.ffeτence betwe巴n th日 appear立nC日 of a.bsorption 乱口 l_oun.ts in 江1:1'ee 詰pecies ancl th設t

of variOl1日 tree spcdcs b callsed by thむ fact th丘t woods have their mo�tll1'e absorptbn 

amOllnts whkh are strongly in f:luenc吋 bア their species characters, no1: only by their spec�k 

\!ravìtv “ 
"，、

2. The COl1stants iJ and n of the cmp.�recaJ equatioH ()f absorption (lV"" at") are derivlこd

from the relatíoβl of log f手， VS. log t ou each spcc.ies. Thc relat卲n of these COIlstaηls 1:0 the 

spedfic gravlty, th思 secl:ions ()f 日 bsorption and absorbing time are shO¥vn in Fígs , 12'~23 and 

?乱bles 2，"~3. 

3 仰 T11自 V乳riat .ì on form ()f th色記mpirk呂j equat卲n ()f absorption was der茁ed as foJ1ows: 

Lγ… 9. Sali(持，- O. . ]'hb proves that actual experíment乱1 result", 01 absorption c註n be 

eχpl旦íned well with匤 thc limits of 0.40くnくくり首日5， as shO¥vn 匤 Fig. 24. Then, iJn(持ずしむ.50) � 

availaòlと and used as 迅 moíslure absorption index unmber to com, p2d:e the absorption amO¥l.nts 

fOJ: 0~-2，1 hrs ovcr vnr卲us spedes (1べabl記，1..1; 4.2) , 

4. F1'o111 the ord記r 01' absorrコtîon arnount of al1 test specíe8~ th(:ぅ:v catl be classifIed inio 4 

grOllps as tabu1ated 匤 '1、ab1e 5毛

ﾖ. It is shown froTn appaf在日t diffus卲n coefflc冾nt vSo aiトdríed spedfic gravity diagram 

that the diffusion coeffic冾nts of tan広告ntial dìr巴ction have a less scatte.rlng distriblltlo口 th乱n

th且t Qf rad�l dh、色よtion，呂nd those of direction have ah�lt 10 tím問。f thos日 of the 
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。ther two direct�ns; but there ls almost a sim�ar trend 乳mong them 011 the polnt that th的'

decr聞記 with increasing spedfic gravity (Table 8, F刕s. 25".,27). 

6. Equ日ibrium moisture contents in each condit卲n of 必öc， R. H. 7i�96 and 40 oC, R. H, 

9096 aτ巴 determined and discussed on their differences among the tree spedes ('1'乱bl申告。L

9.-2). 

7. Averag百 swellíng percentag日 per unit mOlsture cont記nt of tangentiaI and radial direcｭ

tions and volumetri.c swelling percentages 乱1'e determ�ed (Table 10.1, 10 2). And the r巴latioD

between their appearances 証nd the spec�ic gravﾍty are shown in Figs. 28~30. 

8. T、he swelling and shrlnkage 乱nîsotropy numb号rs which indicate the degr日e of an� 

sotropic swelling and shr匤kage on the cross section are determined，品nd lt is recognized that 

the swel1ing anisotropy numbers at 400C of most softwoods and half the uumber of the hard 叩

wo口ds appear to foJlow 1:he curve (l !ra,) with high coefficient of COIT記latiou ， From the above 

fact, a suggestion can be put forward that jJ such appearanc日s of 1:11es己 auisotropy num.bers 

could be essential common phenom.enon am.ong a11 t1'ee sp巴cies ， a new ind邑x numb灯九(βt!βァ)2

('i5r/IJt) should be av品i1abl色 fo1' judging the pract�al value of woods on th日 point of an�otropic 

8W記lling and shrinkage (Table 12..1, 12-2, Fig. 31...~34) 且


